
挙滋民tお

りをもち、

車と緑と土のに;a~校丸、っぱいの住みよいおびこ主ごしま亨
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自
然
滋
畠
な
一
一
た
に
山
川
一
干
し
円
。

三
な
応
接
一
想
議
一
な
ー
ん
が
陛
で
ぐ
一
れ
る

五
本
校
公
園
、
ー
ナ
糊
純
滋
遊
歩
遂
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
五
本
松
公
顧
問
か
ら
滋
歩
滋
を
緩
て
手
賀

沼
公
閣
ま
で
の
会
長
約
六
キ
ロ
討
に
わ
た
り
、
臨
時
再
か
な
自
然

M
M
協
同
の
前
に
既
成
隠
さ
れ
ま
す
。
ゴ

i
ル
デ
ン
・
ウ
ィ

i
ク

:
:
:
あ
な
た
も
自
然
を
次
に
散
策
を
楽
し
ん
で
み
て
は
い

か
が
で
す
か
。
叫
制
緩
が
、
ツ
ツ
ジ
が
、
そ
し
て
野
燃
が
、

何
か
を
議
行
か
け
て
く
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
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緩
い
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法
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ブ
ル
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ゆ
ら
ゆ
ら
ポ
ニ
な

ど
め
汲
駄
が
お
か
れ
、
休
日
と
も
な
札

ば
、
と
び
回
る
子
と
も
途
や
か
品
川
澗
告
は

げ
る
家
民
連
れ
の
収
賄
も
は
う
け
、
り
れ
ま

す
ρ

公
務
め
街
織
的
あ
ず
ま
や
か
ら
は
手

れ
倒
的
が
…
日
前
約
も
と
に
見
下
す
こ
と
が

で
与
ま
す
。
こ
の
付
近
の
£
T
m
H
川則的…闘

は
も
っ
と
も
広
〈
、
対
時
的
縦
訓
附
約
一
ま

で
お
よ
そ
一
・
一
J
V
M
ら
あ
り
、
広
々

と
し
た
チ
代
治
の
眺
め
を
殺
し
む
こ
と

-
」
的
問
内
に
オ
!
ブ
シ
し
た
五
本
校

公
開
捌
同
日
、
市
川
代
的
オ
ア
シ
ス
と
し
て
も

wm結
五
十
…
一
年
か
ら
閃
か
年
持
削
減
で
判
。

僚
が
進
め
ら
れ
て
き
た
も
の
ご
す
“

判
州
北
九
け
め
ド
を
減
る
一
一
ブ
五
-
ー
γ
石

川V
紺
い
い
協
慨
し
雫
字
削
一
H
川
町
一
遊
亭
遊
と
も
絞

ば
れ
た
市
一
と
か
ら
ベ
訪
れ
る
人
も
徐
々
に

多
く
な
り
ま
し
た
。

松
・
れ
い
・
ひ
の
き
な
ま
め
，
H
杭
林
忠
」

生
か
し
と
m
円
七
五
ヘ
ク
タ
j
nルの片的

か
な
た
た
ず
ま
い
の
公
関
市
け
に
は
、
ン

ツ
z
J
M
川
ゃ
れ
ア
ン
チ
ョ
ウ
ゲ
を
は
仁
め
と

す
る
一
ト
長
時
、
一
一
一
千
五
何
本
を
総
ナ

点
勿
一
p
k
m
F
フ
之
、
会
本
円
い
い
ニ
ネ
ト

t
q
J
J
ι
F
E
'
a
2
i
t
じ

e
{
{
J

送
が
内
7
主
う
い
い
定
V

ど
い
ま
サ

一
か
併
の
り
…
吐
ぶ
同
時
に
は
丸
太
町
一
プ

チ
丸
山
口
ド
方
げ
の
駐
車
場
も
あ
り
ま

す
の
で
‘
喜
そ
ろ
っ
て
奪
三
・
均

し
て
は
と
う
で
し
ょ
う
か
。

A惑のTEツツジも咲いてます

d

喝
ヘ
ラ
ブ
ナ
釣
り
の
〆
ッ
カ

十
時
日
市
掛
刑
務
す
る
人
辻
も

ち
ろ
ん
、
ソ
ン
ヲ
ギ
ン
グ
に
汗

を
滅
寸
?
入
、
パ

i
h
rウ
ヰ

4

句
鮎
概
歩
す
る
人
も
絶
え
な
い

童書A
A寄れたらヘンチでむと試み

チ
ン
ク
〈
然
魚
崎
〕
を
(
織
し
む
入
、
出
幻
り

に
市
本
旬
。
人
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち

が
汲
や
滅
金
泳
間
一
札
ま
す
ん

約
市
内
左
む
に
は
、
手
即
日
沼
と
悶
閣
が

広
が
り
、
撃
か
な
由
同
然
が
ふ
V
5
4

械
を
命
じ

て
あ
ふ
れ
で
い
ま
す
。
噛
胤
ば
h

ん
に
は
、

付
問
や
隣
町
並
木
、
ト
巾
的
絞
っ
つ
と
、
タ

ン
ボ
ポ
、

m
J
Y
的
勝
“
ー
な
ど
が
畑
一
宇
お

り
お
り
に
、
わ
た
し
た
ち
の
お
み
や
」
殺
し

ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
軒
一
向
的
や
小
燃
料
刊
も

き でれめてどあニカダ 持ギー長
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a司
市
持
品
縄
後
手
掛
蝿
沼

事
W
M滋
…
公
開
聞
は
、
も
と
は
間
部
波
小
山
総

で
L
た
み
々
、
閉
唱
和
五
十
二
停
、
前
九
に
日
開

管
さ
れ
ま
し
た
。

川
出
ヘ
ク
夕
、
1
6

ル
ほ
ど
め
応
対
A
L

で
、
沼

が
…
州
撫
で
品
、
し
か
も
お
山
聞
か
り
ご
く

日
点
い
た
め
、
日
制
ち
現
ま
れ
て
い
る
公
附

約
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
ね

vyh吋
シ
ク

ル
ジ
ム
、
ブ
ラ
ン
コ
な

2
子
ど
も
た
ち

に
人
気
的
総
設
も
多
〈
、
に
ぎ
わ
い
を

み
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
や
れ
潟
市
民
ま

つ
り
宅
ぬ
り
大
会
な
ど
の
催

L
が
、
毎

棺年や情

庁市川
NHげ

楼
越
正
問
削
郎
氏
逝
去務余

附
市
行
性
委
N
R
U
E
な
ど
全
治
信
任

し
、
同
一
治
な
議
会
凝
判
的
ど
災
ν知
子

市
相
応
用
棋
の
た
め
多
ふ
〈
め
は
姑
ル
切
さ

れ
ま
し
た
む

ご
一
行
総
合
お
祈
り
い
た
〕
ま
ず
う

e
o
e
e
令令。。。

市
湘
叫
ム
討
に
お
い
て
は
‘
主
的
約

二
功
消
に
報
い
る
た
め
、
ト
杭
川
山
内

と
お
り
我
山
怜
子
市
説
会
部
ふ
り
い

玄
す
φ

出
品
附
会
議
以
内
持
辺
豆
町
出
泌
氏

は
、
か
ね
て
よ
り
病
人
九
場
窪
中
て

あ
り
ま
し
た
か
、
山
川
汀
一
一

i
ぷ
H
U

心
不
全
の
た
め
ぺ
付
制
点
似
し
人

N
P

病
院
に
お
い
て
泌
氏
初
日
れ
ま
し
た
3

一
段
泌
氏
以
、
柄
拘
ョ
一

i
一
一
年
技

品
川
子
町
議
λ

討
議
円
八
澄
学
二
初
当
選

以
求
、
今
日
土
で
お
よ
そ
ド
せ
い
い

お
よ
J

ヘ
間
的
公
売
に
わ
た
り
、

山内一
-
1
3
〉
二
入
P
恥
れ
川
、
民
乙

j

一ずれ

J
ρ
3
3
A
H
♂

f
d
4
勾
壬
お
を
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1

け
さ
い
円
、
活
吋
約
一
山
川
、
出
消
副
長
ゃ
い
紅
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六
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五
月
九
段

午
後
一
時

場
所
説
綾
子
市
附
開
会
総

大
ホ
ー
ル



山川河
t
r
A
号
、
電
力
中
央
研
究
所
が
お
唱
え
て
い
っ
せ
い
に
キ
γ
i
o

ご
お

…
叫
明
会
公
山
開
き
れ
ま
し
と
"
こ
れ
は
、
開
聞
か
叩

F
3
い
ぷ
叫
が
が
ク
カ
ク
し
た
に
一

月
十
三
日
か
ら
締
ま
つ
わ
~
科
学
技
師
問
調
一
「
お
も
し
ろ
か
っ
た
…
と
興
殺
気
味
。
一

熊
に
ち
な
ん
だ
も
め
て
匂
市
内
外
か
ら
ま
た
設
さ
一
一
一
臼
口
、
機
怒
六
日
の
一

E

小
学
生
主
婦
な
ど
お
よ
そ
ぶ
い
制
人
が
水
出
時
に
は
、
高
き
二
口
的
ぷ
串
モ
ノ
砂
一

U
凡
ゃ
い
い
紛
れ
ま
し
た
。
的
山
仲
的
技
い
か
臨
地
生
し
、
見
学
者
も
ピ
γ

…

z

一
℃
な
は
も
内
は
、
時
間
ぬ
れ
地
震
を
体
ク
U
7
0

…

験
で
き
る
々
r
z
?

…
機
的
波
と
阿
仁
淀
川
尚
之
内
に
お
仲
間
ま
い
の
問
問
野
さ
ん
、
一

生
を
起
こ
す
組
世
帯
問
、
火
災
汚
後
が
M
m
物
に
持
目
喝
さ
ん
、
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総
手
ん
、
総
鐙
杏
ん
も
一

味
与
え
る
塁
打
を
端
容
す
る
仇
削
機
愉
刊
紙
問
問
「
電
力
研
究
所
左
い
う
か
ら
後
筑
的
ニ
一

か
肉
太
閤
熱
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間
同
ま
で
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用
℃
曇
る
滋
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け
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と
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ま
し
た
@
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必
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拙

脳

波

い
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る

ん
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一

ゴ
な
か
で
む
人
気
が
あ
寸
た
の
が
.
地
「
我
孫
子
い
こ
ん
な
惜
一
界
的
施
設
が
あ
↑

幽
風
祭
体
験
し
ゼ
ソ
ト
と
械
的
後
会
短
ζ
す
装
る
と
は
知
り
ま
徐
ん
で
し
た
。
ぜ
ひ
子
一

組
問
返
度
一
ー
か
ら
六
め
陥
議
長
線
二
す
ど
も
た
ち
も
ぎ
れ
て
ま
~
い
ぐ
す
ね
二
一

滞
緩
在
、
ニ
的
目
見
学
時
い
お
門
戸
い
き
た
子
ど
も
と
、
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究
所
見
学
的
感
怒
争
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咋
て
い
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し
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う
だ
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を
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司
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引
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事
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な
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が
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と
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沖
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、
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師

彦

容
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云

楽

し
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↑

之
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え

シ

ン
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き
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M
塑

て
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…
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的
協
力
が
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切
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て
外
出
み
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で
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〈
し
象
し
よ
う
惨
な
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、

…
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存
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を
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す
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、
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竺
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み
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い
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ま
た
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れ
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車
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築
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せ
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熱
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1
1
1
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な

い

人

が
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れ

た
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会

事

件

を
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な

い

よ

土

器

な

躍

の

一

三
れ
か
ら
笈
ぷ
向
い
‘
自
転
車
内
れ
が
で
き
効
ろ
徐
ず
む
行
線
l
v
z
ズ
ン
が
宇
一
か
け
て
附
照
時
脅
緩
め
て
く
ど
き
い
む
家
段
、
時
十
山
間
帥
相
場
で
話
し
あ
い
ま
議
町
一
援
隊

MLZ

用
者
が
、
ま
す
ま
す
物
加
し
ま
す
a

T

っ

τ串
ま
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才
一
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両
国
即
事
総
妨
・
止
の
ポ
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ン
ト
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し
ょ
う
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げ
ん
冒
マ
汁
，
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室

経

緯
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語

放

の

駐

車

に

一
J

こ
の
時
霊
会
議
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機
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が
長
時
総
路
上
駐
車
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な
い
す
に
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暴
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の
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止
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よ

る
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後
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萱
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、
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に
が
絞
り
が
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で
す
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な
小
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な
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と
と
も
に
、
園
内
で
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る
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縁
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語
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霊
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勧

告

主
主
要
や
長
妻
賢
に
よ
一
ん
が
崩
落
を
警
プ
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蓮
司
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~
口
車
め
口
ソ
グ
は
撃
に
し
ま
し
ょ
う
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番

し

て

〈

ま

い
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事

案
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仁
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事
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な
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け

て
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た
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。

Jfい一M
U
J
r
J

よ
ヲ
に
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を
初
期
、
ず
る
方
向
、
一
人
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と
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務
総
車
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防
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の
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力

が
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で

す
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的

滋

鮎
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緩

い

仰
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口

浅

転
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ら

織

れ

る

と

き

は

必

ず
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M
M同開

み
ん
な
が
油
開
く
ゑ
治
で
き
る
よ
う
に
@
佼
入
減
お
よ
び
柴
約
均
的
防
止
符
を
か
け
ま
し
ょ
う
マ
カ
ギ
は
、
チ

閥
抗
品
射
撃
輪
場
合
使
用
す
る
だ
は
2

総

理

@

h

y

年

内

非

絞

め

此

ェ

i

ン

銃

な

ど

し

っ

か

り

し

た

も

内

終
的
街
討
に
従
っ
て
、
き
ち
ん
と
内
総
@
暴
力
事
犯
の
防
止
を
取
り
つ
げ
て
く
ど
き
い
。

}
療
を
緩
い
て
く
ど
き
い
。
。
一
付
議
終
的
事
件
事
政
紡
止
。
山
制
絞
単
に
は
住
所
‘
氏
名
を
は
ゥ
話

回
投
〈
的
宵
は
、
で
き
る
だ
け
宇
く
よ
ニ
品
川
耀
梼
倒
的
期
間
中
、
抽
出
域
ご
と
に
り
総
入
し
本
務
室
内
刊
を
し
ま
し
ょ

絞
う
お
願
い
い
ど
し
ま
す
。
仲
間
犯
総
務
や
防
総
パ
ト
ロ
ー
ル
主
ど
を
う
。

日
付
ま
た
、
?
ト
パ
イ
史
ン
ジ
ン
去
一
打
い
ま
す
が
崎
犯
憲
章
め
な
い
明
言
言
、
空
審

Zど
に

草

附
は
、
周
辺
め
方
々
に
大
変
議
で
て
る
い
街
づ
く
り
の
た
め
、
み
ま
ん
の
な
い
で
屋
内
に
し
ま
い
ま
し
ょ
う
@

平
総
輪
場
内
で
は
、
必
ず
エ
ン
ジ
ン
を
税
二
協
力
を
お
副
知
い
い
た
し
ま
す
o
v
h
J
年
の
非
行
妨
止

A

描
持
っ
て
τ

押
す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
4

V

島
孝
幾
時
間
止
の
ポ
イ
ン
ト

a

o
瀞
は
、
成
学
、
終
綾
な
ど
に
よ
り
h
y

M
山

内

H

転

車

区

、

議

官

の

た

め

に

で

い

持

級

品

‘

主

義

去

年

内

議

長

長

生

ヒ

、

非

行

も

紛

カ

ギ

を

か

け

、

代

品

問

主

総

お

舎

は

っ

き

ポ

イ

ン

ト

で

十

九

楠

加

し

ま

す

φ

家
附
艦
、
職
山
崎
地
域

凝
り
と
記
入
し
て
く
だ
き
い
匂

O
ち
ょ
っ
と
の
沼
町
寸
で
も
、
同
線
り
め
ぐ
る
み
で
合
年
め
殺
行
防
止
に
っ
と

d

(

安
会
対
神
剤
師
)
併
殺
を
つ
け
ま
し
ょ
う
事
め
ま
し
ょ
う
。

電
をナ

なくそう

iみんてザ〈とでさい。
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J

噂
~
巴
闘
肋
骨
理
J

官
官

19R1. 5‘l 
圃噌

畠田l} 種事

我孫子の野鳥

*
五
月
二
十
八
日
(
木
)
産
後
の
保

健
と
赤
ち
ゃ
ん
の
養
誠
一
時
必
)

V
時
間
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
十
一

時
三
十
分

V
場
所
湖
北
台
市
民
セ
ン
タ
ー

育

巴

密

実

V
持
参
す
る
も
の
母
子
革
、
筆
記

U
M
M
M
M
M
M
M
U

用
具

育
児
相
談
を
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

H
M
M
M
M
M
M
M
M
M
M日

一
歳
六
か
月
児
健
康
診
資

発
育
状
況
を
よ
く
観
察
し
て
母
子
手
続

U
U
H
M
U
U
H
M
M
M
U

に
記
入
す
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
発
育
の
盛
ん
な
乳
幼
児
期
に
は
、
こ

母
子
手
段
を
忘
れ
ず
に
持
参
し
て
く
だ
れ
ま
で
も
乳
児
や
三
法
児
健
康
診
査
が

き

い

。

進

め

ら

れ

て

き

ま

し

た

が

、

一

歳

六

か

V
政
当
者
四
か
月
児
(
四
か
月
児
以
月
児
健
康
診
査
は
心
身
母
害
の
発
生
防

外
で
も
格
談
の
あ
る
時
は
利
用
し
て
く
止
、
早
期
発
見
、
早
期
療
育
と
い
う
国

だ

さ

い

。

)

か

ら

見

て

、

三

歳

に

な

っ

て

か

ら

気

づ

V
時
間
午
前
九
時
か
ら
十
一
時
い
た
の
で
は
返
す
ぎ
る
と
い
う
こ
と
か

i
「
↓
釦
副
づ
コ
旦
司
自
ら
行
う
も
の
で
す
。

日間一
三
円
一
支
一
ゃ
れ
山
一
世
会
一

V
持
参
す
る
も
の
母
子
手
帳
と
問
診

間
一
一
上
「
一
概
一
円
一
司
一

E

一
禁
(
記
入
も
れ
の
な
い
よ
う
)

児
一

τ舎
J4竺昨之一つパ↑函肘

ι恥
f
相

f
一函初竺一プ一二し」一

1
J
|
|
1
|
1
|
1」
込

ん

い

勺

白

接

一

種

珪

育
「
E也
匝

匡

堕

t匝
企

一

J者
竺

吐

三

一

J同立一
ζは
止
一
麻
疹
妻
(
は

tLか
主
)
予
妨
接
種

3

春警干牽李苦，h肝
狂
但
犬
病
予
防
注
U

射射

ゆ

打

可

可

耳

互

引

訂

↓

豊

一

省

一

日

竺

E

附
一
日
叶
一
山
一

U
1
1
1
1
1
1
合

は

印

鑓

と

母

子

手

帳

を

持

参

し

て

く

』

』

U
1
1
1
1
暴
れ
る
危
険
が
あ
り
、
会
場
で
事
故
を

岡
市
一
目
6
一

a
一
日
一
比
一
政
一
昨
一
・

4
一

1
ね

1
ね
一
l
れ
一
%
ね
一

-5
一
月
間
一
刊
一
刊
一
川
一
問
一
川
一
日
一
当
附
叫
同
川
一
同
州
一
附
川
一
幼
児
の
麻
疹
(
は
し
か
)
の
予
防
接
だ
さ
い
。
犬
を
飼
っ
て
い
る
方
は
、
も
よ
り
の
起
こ
す
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、

叶
叫
判
利
苧
門
戸
F
E
詩

語

軒

目

立

で

紅

巳

訴

す

必

ず

予

防

iけ
て

く

だ

見

…

1れ
る
人
が
連
れ
て
来

時
即
一
号
加
古
川

-2
古
川
一

{

t

l

L

妊
娠
中
町
品
妻
、
新
生
児
定
率
衛
嶋
一
陣
一
日
一
同
日
一
川
日
一
日
日
一
用
意
し
て
あ
り
ま
す
か
ら
直
接
申
し
外
と
し
て
有
料
に
な
り
ま
す
。

V
持
参
す
る
も
の
ハ
ず
予
三
千
五
本
当
日
、
雨
天
中
止
の
場
合
は
六
月
一

聞
は
一
一
羽
沼
市
羽
川
市
湘
一

1
I
l
l
1
1
1
1
1
1
1
1
I
l
l
1
1
1
1
1
1
1
1
I
l
l
1
1
1
I
l
l
1
I
l
l
1
1
1
1
1
1
1
1

生
、
家
族
計
画
な
ど
に
つ
い
て
市
の
保
引
一
鴎
一
紅
一
れ
庇
紅
一
関
門
同
い
い
間
判
同
日
凶
い
凶

U
h凶
い
川
内

H
M
U同
川

M
U
百
円
(
登
録
料
・
注
射
代
)
日
・
二
日
・
一
ニ
目
的
い
ず
れ
か
に
行
い
、

健

婦

が

日

常

生

活

の

具

体

的

な

相

談

を

州

日

叫

耳

耳

亘

轍

阿

山

性

閉

山

庄

町

臨

時

即

岬

凹

*

事

故

防

止

の

た

め

料

金

は

つ

り

銭

円

日

程

は

会

場

に

掲

示

し

ま

す

固

行

い

ま

す

ロ

竺

i

一

主

ず

一

全

一

全

一

抵

抗

リ

伊

何

色

而

甘

い

は

い

中

高

陪

は

同

調

お

佳

山

い

い

い

」

表

口

到

E
E
E
E
E出
E
E
E
E
E司
E
E
E
E
E司

蟻
一
一
日
月
一
日
一
日
一
国
間
同
町
附
回
同
叶
附
仙
川
]
附
叫
同
問
昨
附
附
け
は
呈
一
同
一
山
一
日
一
同
一
山
一
山
一
川
市
一
山
山
山
山
山
一
山
山
一
同
一
山
一
山
山
川

*
五
月
十
四
日
(
木
)
主
的
経
過
日

L
竺

は

け

は

一

日

一

絹

布

的

都

立

閉

山

中

計

叱

叶

割

高

町

山

汁

ヰ

立

略

一

4

一4
一4
一4
一4
一1
4

一4
4

4

4

4

3

1

2

1

4

4

4

と

妊

婦

体

操

型

t
t作市
量

点

間

組

制

叩

』

出

相

困

問

川

ぷ

一

時

一

山

一

山

一

山

一

川

一

山

一

山

一

山

一

山

川

芝

山

川

一

山

一

山

山

山

川

*

五

月

一

干

一

臼

(

木

)

妊

娠

中

の

酌

江

川

一

側

一

脚

一

蜘

一

帯

日

閣

嘩

晴

間

比

V
院
生
福
引
咋
斗
湖
主
古
田
E
E市
E
E
巾
E
E
E
弔
E
E
E市

保
健
と
喜
母
乳
栄
養
歯
科
衛
生

5
F
F
F
F
E
F円
山
料
開
日

H
N
U
H
U
U
附

一

扇

一

時

一

所

一

時

一

世

間

一

日

一

言

語

手

当

日

間

Fd
一
喝
一
ム
一
支
一
丘
一
町
一
川
子
府
:
刷

7

j

1

広

l

比

U
M

奇

宍

配

l
s
t
t
t
t
;
{
!
:
;
t
a
l
i
-
-
:
;
i
h
t
t
e
!
!
;
!
1
;
:
t
:
p
i
t
-
4
t
t
l
，
S
9
t
t
a
i
l
l
i
t
-
-
J
l
i
s
-
F
ι
、

休

刊

i
H
央

水

川

奇

悼

公

U

H

一
一
中
寺

諺

彰

議

石

井

富

さ

ん

の

毒

石

井

さ

ん

は

、

ラ

ブ

チ

i
ム
と
対
戦
し
四
時
一
分
。
な
り
ま
し
た

of--猷
一

日

伎

一

位

訓

話

器

品

川

崎

ノ

山

主

主

品

罷

欝

睡

扇

動

ノ

サ

ゾ

カ

l
の
名
門
帝
京
高
校
(
東
京
)
り
っ
ぱ
な
成
績
で
し
た
ね
。
く
話
し
合
う
家
で
し
た
ね
」
さ
っ
そ
一
事
「

E
E日
告
集
団
日
東
久
門
口

1
1白
川
と

J

団
1

費

講

を

一

ニ

年

の

と

き

素

質

を

見

込

ま

れ

代

表

寸

ポ

ク

自

身

は

パ

ッ

ク

専

門

で

す

く

お

礼

的

手

紙

事

い

た

。

小

さ

な

一

春

五

;

:

;

;

;

↑

目

l
l
J
1
-

に
。
今
春
、
問
順
天
堂
大
学
体
育
学
部
に
の
で
一
点
し
か
入
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
友
情
が
揮
を
越
え
る
D

最
近
、
市
内
向
少
年
た
ち
内
問
で
サ
進
学
し
た
。
試
合
を
し
て
み
て
、
ポ
ク
た
ち
も
、
も
目
標
と
す
る
選
手
は
ヲ

ソ
カ
!
熱
が
高
ま
っ
て
い
る
。
今
回
は
凶
月
二
日
か
ら
ト
六
日
ま
で
、
ョ
ー
っ
と
積
極
的
な
サ
ソ
カ
ー
を
し
な
け
れ
「
別
に
い
な
い
ん
で
す
。
た
だ
一
対
一

φ
年
た
ち
の
あ
こ
が
れ
、
ユ

l
ス
サ
ゾ
ロ
ソ
パ
(
西
ド
イ
ソ
・
オ
ラ
ン
ダ
)
に
ば
と
痛
感
し
ま
し
た
。
む
こ
う
は
球
を
一
円
競
り
合
い
は
絶
対
負
け
た
く
な
一

ヵ
l
日
本
代
表
と
し
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約
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色
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に
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縦
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が
り
宅
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は
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よ
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味
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急
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沼
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し
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の
間
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足
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互
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し
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宇
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立
た
な
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を
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ま
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1日l干昌平Iう内で図
用裁反けにも蕃そかそ
者き吾、十、信よらよ
のれの閑三だとかのか
希るサ iJ.かれしそf-t..: 1! 
望閲|札所もて宇田【
に書ビたのが、 Iま知支
そはス堕ス、ら移
う三に書テをい皆せ動
よ千努舘 iモっき 回
う冊めをン γ てv ん 孟Z
予でてめヨトもの まE
約すいざン l 、身 主主
制lヵ、ましをにどili: 身a
度 、手ても市こな ζZ 市長から表彰を受ける重奏メンバー
。
ー

なで前 も 丈芸だよりの伺は、皆さんがつくるコーナ
リ、にまあ
何百たり 1 ーです応募Lて下さい。締切日は毎月15日ま

到頭 一ま 1 で、 1人1句でハガキにかぎります。俳句を
がポ四す; 応募される方は望月の手筋にあったような作
きス月の{
ら トかで} 品をお賄いLますe 応募先:市役所企両課広
にをらご j 報統計係(我孫子市我孫子1858)
N!託支〈胡手IJ ¥ 
手I1f{iヰtI司
に L Jt!l く
なま区だ
りし公き
また民い
L の館
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場
所
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臼
時
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つ
い
て
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地
凶
‘
日
程
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を
ご
覧
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だ
さ
い
。
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魯つくし室事支完売 84-8801 
轟滋託会主主荻 88-0828 
唱静2友重量君事 84-0111 
@老人議後センター 88一号123

84-3311(f¥;) 電器護老空理事警 84-011書

イヤんは、正確に//

弓長三璽護霊童議室重量会〉
市内{ご13.二十七の民謡渓務関憶

がありき霊hJ!:::i15皇室をしています。

令羽の送車聖会は、多くの皆さんに

警護ていたぢきたいということから

主主体万 全量iと集まるもの('す。

炉問符 5f寺248(臼〉開演11時

験犠所 F自民会舘ホ Jレ
砂:E儀 殺孫子f!í~華民密連合会

験入場料 無制〈入壌整理券をあ

役所、主主安婦、市民会舘で用意〉

炉問合t宝 章空軍事委員会笠会事安育議

官851511

誠一憂嘉文軍家天蚕〉
易協善寺 そう符128く火〉受，n'l高主
務時事3仮主 主茸苦言書警告告とF務§善寺30分

b望書語野 中央公僕豊富7i¥-)し

告6年度富十霊器〈はかり〉定期後輩……一…
断正当、欝業所、 係員ガ5月98sら6月8E当該で

学校、 E窓際なと際51ざE正堕1こ径 の障にお伺いいとレ主主です。
正問れている針重量雪量O総額模薮を b定怒後査 8!主!広三智正Eとおり

(控習をき校I"n益支援へ〉 でですe 詳怒lこついては、李総絞殺

O喜望仁係員万三党務するとと弘1こ広

報でヨラ短らせします。

器量控藍

露出、主号、文寺輩、コぐし喜、畏喪主長E 髭豆、eu;.亭聾

境工主管童三重の貫主む
走者功法務行令第3条に嬬iEする

滋意書渓採によって防火管煙者言。〉要望

絡が取得できます。

1>8時 5月26日(火〕、 278

b著書泌総絡 選議総然L:l¥lニ℃間内!と (水〉の2日間、午前9時30分ガ

{主h/ぞいるか闘いている人おより ら午後4持30分まで

i官憲究式寝室球選妻賢費建設ま整会長選 砂話韓併 照ガスち迎会館5民主大会

俳勢力自重軽 1チ…ん 議室主〈不幸霊前t刀宍道守 13 1 ) 

惨認合治法務襲撃を二令官ダブルス 険申議線経潟約三f;:@!こあります

トナメンι酸 I>E担譲受fす ら湾68(7J<)から

砂申込み ハ霊長時・隠そろあ 8Eヨ〈金〉ま('

fl'告官 言室長5'著書1浴軽重阪管還記入し、 1>際会t主 主普皮号本意sfi84-0119
5r弓主主主ご!こ¥務(!晴子広造g灘五F高可Z吾喜三訂

事官IE三〈開82-3052)ヘ司自然く

ださし凡なお、際空も主主いの

たは勤務先、選議後伎はき染者五安審記 惨事麗夜 行本大学生塁重工学童話く望書

入してください。 税務f!il

修毒事務 要望銭安号室，重量気工事工業

雲害年、主義人毛主サ若草喪!こ李主3ミダンス 季語をきおわ護軍工語警合的意しています

の薬殺さき夜行いさま苓 Q ー除去悲惨 5防犯の〈求〉から158

b喜曹養署内襲撃 お!1l1号撃のだめの事謀総 〈主義〉恋マ午寄れOE号主主ら午後4詩

ステいノ:;t似ラEれ?三千繋橋市議官司 1-~1 県議 んから桜のアド40'"が陸連られ、

(4) 

~警護毛主 シングルス、ダブjむス

争著書車容疑 シジヅルス 300F号、ダ

ブルスヰぬ内 ~8聖霊 5 1'ヲ15日、 1自 殺防署警3時審議2会議望書 松公園、将伸f1I之鍛えしだ。

惨資事甚 あ冷却捺の家庭告書人

が申込み 1¥ガキ!こ伎続、氏名

主義悪事ま手護費者後入し、 はJ1O30の

3番苦'"サチ寺三訟で世82-0告13
験車暗主君 51'司78(オミ〕消印育効
期シンヅjしスは初j白書〈患Eまを強

めてω 苦手家殺害ラよ(f試合経験のな

白、ア間切盆州、 9防相..附鮒欄工労働部保安課 目テレホンサービス
188錦繍日い渋川例措0472仰 2722¥市商工課 目fi85… 1313
時刻分から89寺30分主主 圃，i 一一一一--rー 且一一

修会望書 FちE宅金銭火会総書霊 園|ち覚、 'n ~ I_~ 
圃I1.1¥' 11 ~!'"ポランティ戸の会定倒金=コ混花鈴子号民セユ 9…拘主総

惨募集人事費 60モヨ〈望号:!zi'¥3Oぞろ〕 闘ItA‘ A 品ふi

S砂申込みヰ月25Eヨ(土〉刷、圃 1 司 一一
4 Fl228から響務そを隊約しをまし主主。 い人)~ニ経談窓の2部門!こ別れて

ハガキ!こ住所'E'ó~.'t掠F寺唱を

明記し、主主孫子1855f官民放宣車内

毅育委員会社会教事著書聖へゆ込んで1>住所 ;本草葺 3-~う…3

惨官 85竹71…1175;こ滋ぎやらりい開館) ください。

明日都市制裁北口側般 に務榊〈株〉のど開巴より5 (紡楯正服部3∞回

についての類送在任以ってい絞サ。

市内在住で文庫活動経行つといる

信人やBll!本の万沼市E安芸道議書官撃で苧

ご逗絡してください。慾緩め大小

i立笥いませんα 喜毒劇革審警言語でおさき

いだ芝く宅華全世怠ものです。

~連絡先 mE走塁塁察室宮惜'841守10

楽しみ主主季富喜となりまじと。

我孫子皐王寺会でId:等書老齢l二重喜

詩言、鐙主主、港義、是主{司などザYキ

ロ喜書するm談を行いき安す(要義務O
1塞合法各自サツキを持参して〈だ

さい〉。

~B鍔 5月守口臼〈臼〉午前Q翰

sら正午まで

b望書所 露出事宅天王台6-5-25

砂申込み震閣官83ω46

注生金金隻獲獲さ会座塑〉
4伺2白金子卓球場で将唄大会
が行なわれ、次の人々ガ入賞し左京鐙

lA主。*優勝内記聖書*2位言雪館長

人*3位石原大*4位正村簿一

問18(後〉かそう建物の…拐をギ ヰ司守臼ガら済害事絞め総絞経理号

叩でヨ1)…なしてf住民(])留さんiこ関

長史資すること1こなりまし主主。絵画奇

学工芸妻、重墨絵入事票差室、写東

主主d三C吾妻義ま警の綴といて、ごf!J'Ilく

h撃事室露 合子蒜098寺から午後58寺

診体重翠B 謡選護主K襲撃夜、 1ヨ1Eヨ

!.tぞう守、 8r苓守モヨtJらおEヨ

書の受信手歪史家耳〈駁入註)IJ， 

3凶fIi!こさ!上げられさましだα 税務

渋慈警では¥I!立入をお詩まは喜主主震って

いまさんのでごE堅実蓄して望書てく主さ

さい。 全設戸製語手憲章霊…

(主主罪毒物霊覧室主主嘗試験〉
券護霊童 乙主義什主翼1:1らδ菱重〉

1>8害事・書量喜青 71'弓126'1'曹'J10善寺

b重量綴霊童燃料 総務o:1Eヨ!こっ苦き から ffililr告で

2.夜波3ヨ ー診療書受信 51'寺118seうねEヨ

..蓄を手持織込み 李主主揺さ5'174~号議室量 砂必要書類本受験機書事〈湾総本童話

c翠軍事事予勺〉官85 S出室戸奇に用意ー宅事E室町枝〕
会222 く総務、ギャラリー!主主察議 惨受験手量史料 2.0∞勾
紛争議室主主是認さ懇話、滅的還の近く..問合せ 消防本部世84-0119

争 φ.. 南関金館の催し+骨骨
師通麗闇圃-陽園醐極i.一一一躍盟 匝関商訴訟面掲画幅鶴田湿器師間個臨彊... 調

惨問事春 日間108(8)午後3時'10 “ロシヨフ民E語"
分閣総 砂田跨 5月21白〈フわさド後6住者

惨入4笥料…開設1.000問、学紛(溺 開演

縦性以下)700Pl ..出潰 引力リンカH 戸ンサごノブ

惨検出演*建議111平日終(フルート)[.，ほか

砂入望書終無料〈霊淫券を発行〉

炉実緩教育委員会会 OYC
C;;tl)ンピ?ッ7青年協議会〉我孫

子宮望書喜

が際会せ 社会事実建言葉岱85-1511

主主お今月の 設大会1;;:178(8). 豊島J 主義務設ぞう話器

31，ヨ〈日〉です。ふるってご参泌

くださいe

請が詩書会主主 愛子宮823394

指

提
明
k 

bt 
~ 10a 

5 ]J 
同
韻
期

r<rJI¥うンティ少の会害車線荘奉仕活動

相殺を嘗ている手毅沼 f回事の窃帯主」鍵=市民会館31昌
13:00-17∞ 
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